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１．プロファイル 

学生数/教職員数 約14,700/1,100名 

財政規模/年 約180億円 

ICT基盤（サーバ） 200台～ 

 〃   （クライアント） 1,600台～ 

ICT関連予算/2010年 約9.6億円 

1973 電子計算機センター開設（現：情報科学センター）/実務電算機室開設（現：情報基盤センター） 

1982～ 電子計算機センターに本格的TSS大型コンピューター（Honeywell DPS-８/70）導入 

1988～ 情報科学センターに超大型コンピューター（富士通M-380)導入 

１994～ Campus LAN整備/情報科学センター＆基盤センター C/S教育システム整備 

1998～ 図書館OPACサービス開始 

2003～ 図書館学術リポジトリ「kiss」サービス開始 

2010～ クラウド化の検討のため「メディア情報構想検討委員会」設置 

2011～ 学園エンタープライズをフルクラウド化 ＆ 教育環境のプライベートクラウド移行作業開始 
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２．クラウド化の背景 

経営課題 

教育課題 

意志決定メカニズ
ムの劣化 

スリム化・見える化 

（ICT基盤再整備） 

クラウド化 

（ソリューション） 

   ←財政基盤改善 
①学納金依存体質・少子高齢化 
②社会貢献等時代的需要対応 
③学生定員減 
④グローバル化/組織体質改善 

  ←多様性対応 
①単位の実質化 
②カリキュラム数削減 
③減耗率改善 
④自律学習の促進 

←改善・改革の沈滞 
①管理情報の質 
②組織運営の硬直 
③事務体制の弱体 

  条件整備→ 
①ICT関連予算膨張 
②システム開発遅延 
③データ統合・整合 
④利用環境の統一 

    ソリューション → 
①エンタープライズのフルクラウド 
②教育環境とハイパーV 
③開発経費/ランニング経費削減 
④高度ICT活用/組織統合 

負のスパイラル 
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３．ソリューション選択 

システム管
理＋開発ソ
フト管理 

開発負荷軽減/
保守ソフト極小 

システム
（環境）管
理＋開発
ソフト管理 

エンタープライズ
のフルクラウド化
→開発ソフト管理

のみ 

Windows Azure +  

SQL Azure 

DODAI Azure 

SharePoint  

Online 

DCRM 

Online 
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４．構築システム事例 

本日の
事例報
告の対
象 
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全体 

LAN（KAEDE-NET：現状) 

学内ICT基盤  
教育研究 ＆ 利用者環境端末等 
Thin Client  ＆ LAN etc. 

  データ統合によるネットワーク＆システム基盤 
学生・教職員情報、認証情報/教育・学習・生活情報/各種DB,リポジトリ等の学術情報/学園管理情報など、多岐に亘る情報を安全・セキュアにかつストレスを感じさ
せることなくスピーディーに連携・同期させ、ワンストップサービス（一元化）を実現。 
注）キャンパスネットワークの方向性：現行LAN（Kaede-Net） → 2012-2013 LAN＋公衆網併用検討、可能になった時点から逐次公衆網へ移行（利便性向上、管理コスト削減） 

ID、p/ｗ 

利用者 
 
 
 
学生 
 
 
 
教員 
 
 
 
 
職員 
 
 
 
 
 
父母 
 
 
 
 
 
卒業生 

（同窓会
員） 
 
 
 

公開利用
者 
 
 

Kaede-i（利用者ポータル） 
 
 
 
 
 
 

修学や生活と同期した情報サービスで 
                 「面倒見の良い大学」を標榜 

メープルsys（エンタープライズ） 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様化する事務体制に柔軟対応、効率的かつ使いやす
い管理システムを実現 

その他連携システム 
健康管理システム 
財務会計システム 
勤怠管理システム 
出席管理システム 
証明書等発行システム 
出席管理システム 
入館管理システム 
統合認証システム 

  国士舘大学ICT環境のクラウド化概要 

必要な時必要な事を… 

コミュニティ；iチャット、
掲示板 

何時でも自分の修学状況が… 

学生カルテ；出欠、成績、取
得単位集計ほか 
 

煩雑性を排除し、快適なクラ
イアント環境を… 

シンクライアントシステム 
 
（第1期：６００クライアント→第
2期は全クライアント数をカ
バーする/Office３６５導入との
関連で検討） 
Citrix Xen Desktop 
Windows 7 Offce2010他の
アプリケーション：暫時検討 
Windows 8 自動的に更新 
 
 

事務端末は、壊れるまで買い
換えなくてすむ環境/間接業
務排除。 

何をどう学ぶ？… 

ライブラリ；シラ
バス指定図書資
料一覧、OPAC、
kiss 

応募あり！どう攻める… 

キャリア；希望職企業リストほか 

永久保存、串刺し検索 

メール；Windows  Outlook  Apps 

Officeで作ってクラウドにセーブ… 

SkyDrive；Windows Live 
必要な自己情報を事前告知して… 

プロファイル；学生基本情報管理 

i-Lib kiss（学術ポータル） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

知的生産性の向上、創造のための学びを
生涯支援する学術サービスの提供 

斬新のエンタープライズ/多元横断検索機能！ 

学術情報リポジトリ「kiss」；大学の知財検索 
 

この本を所蔵する一番近い館は？ 

図書館システム；BABEL 

自身の生涯を支える知識情報管理 

パーソナルkiss；ポートフォリオ、知財管理 

実体はセンターオブエクセレンス？指向 

サブジェクトリポジトリ；経営学部専用kiss 

数万受講者がひとつの講座を学べる 

eラーニング（ELMS)；クラウド版Moodle 

多様で柔軟な事務体制を実現し、効率的に、使いやすく… 
入試業務 
時間割・教職・履修・学籍・成績・学納金・奨学金等教務業務 
給与・人事管理業務 
就職、課外活動管理業務 
図書館業務 
同窓会会員（卒業生）管理業務 
教職員プロファイル 

 
基盤の見える化を促進し、円滑な管理とサービスの充実、特に教育支援・学修支援体制を強化しつつ、管理コストを節減するために…… 

ＩＣＴ基盤運営＆情報サービス機能を一元化するための組織統合  
情報教育機能 →教養教育センター /ICT関連研究機能 →学部等研究室 /システム開発機能 →関連部署＋クラウドベンダー 
/附属図書館 →利用者サービス＋学術情報サービス＋リテラシー教育支援＋コンテンツ作成支援 

クラウド基盤（ＭＳ Windows Azure) 

17,00 User    &    1,600 Terminal 

Multi Device (Device Free) 
 

Do more with less !! 
2011.05.10 情報メディアセンター開設準備室 

社会教育基盤：

SLE 
Social Learning 
Environment 

ID、p/ｗ 

（オンプレミス） 

Mobil対応 
学術情報サービス 
コミュニティファインダー 
キャンパスガイド 
オープンコース・ガイド 
イベントガイド 
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①kaede-i/利用者ポータル 

受講科目や参加ク
ラブなどの学内コ
ミュニティが始め
から設定してあり、
任意にも作成可 

プロファイルで
接待した複数ア
ドレスに各種通
知が届く 
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②コミュニティ 

コミュニティは
システムが自動
設定します。グ
ループは、任意
で作成できるコ
ミュニティ 

チャットはテキスト
の他ボイスも可、
ファイルの添付
（kiss検索結果も）
で、応答の便宜も.. 
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③kaede-I → ライブラリ 

シラバス等で指定
されるなど、推薦
図書はOPACのマ

イライブラリに一覧
表示される。（自律
学習の動機づけ） 

集合館で
機能補完 

リポ
ジトリ 

コミュ
ニ
ティ 

目標は、キャ
ンパス生活と
同期する図
書館の実現 

Ｅラーニ
ング 



10 

横断検索 
 
国・公共機関・自治体・他大学な
ど、他館同士の連携による横断
検索機能 
（運用環境が整えば実現可能に） 
 
 

美しいユーザーインター
フェース 
 
利用者がわかりやすく、使いたく
なる画面 
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利用者同士の情報共有 
 
読者のレビューを共有する・学芸員
のコメントを参考にするなど、興味
関心を高めるきっかけに 
 
 

 利用者目線で探せる 
 所蔵館検索 
 
図書の所在だけでなくWebならで
はの地図検索で探しやすく 



④パーソナルリポジトリ 

登録先 

登録 

結果 

横断先サイトは 
追加可能！ 

Personal検索ヒットリスト 

12 
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⑤メープルｓｙｓ  ←事務管理ポータル 
全ての機能がID・

p/wに対するセキュ

ルティ・ロールでア
クセス制御 
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５．クラウド化のメリットと効果 

事 項 メリット・デメリット 効 果 

開発コスト/導入
コスト 

設備構築が不要。→ ただし、開発（一時コスト）
必要。 

DCRM, SharePoint, DODAI Azureなどのツール群＆ベン
ダー・フレームワークなどによって開発費が、従前の5分の1
程度に圧縮できた。 

ランニングコスト サーバ等ハードウェア不要。 
また、ハードウェア、サーバ管理者が不要。 
利用料（従量制課金）が必要。 

システム/ソフトウェア改修等に係る保守要員は大幅削減。 
エンタープライズのみでは、約２５％になる見込み。 
例；図書館ＩＣＴ経費約４，５００万/年→＜１，０００万/年 

インフラの柔軟性 柔軟にサーバリソースを変えられる。導入・開発
期間の短縮。システム試作の自由度大。 

例；初の海外入試は合格発表まで1日で処理、開発は約2週
間。 
例；秋期ウェブ履修マスターＦエラー→並行して修正マス
ターで同時テスト、結果的に同日入れ替え！ 

サービスレベル ＳＬＡ ： 99.99％  
どんなアプリにでも対応できるＳｃａｌａｂｉｌｉｔｙ。 

ホストコンピューターからＰＣ上に至る、全学のあらゆるアプ
リケーションを再構築、約1年でニーズ吸収できた。 

セキュリティー/ 
  安全性 

堅牢なデータセンター（圧倒するセキュリティー・
ボリューム）による不正アクセス・盗難防止。 
安全確保の為の３カ所同時書き込み。 

本学ステークホルダーらの信頼確保。 
個人情報漏洩、データ破損など、事故・犯罪による損害や、
被害者保障経費などが削減できる。 

情報活用/役立度 利用者の日常と同期する高度情報活用の実現。 
構内SNS+Repository＋ELMS連携という理想の
教育環境が実現する。 

いつでも、どこからでも必要なとき必要なものをタイムリーに
サービスできる→日常生活と同期するサービスへ。 
個々人のレベルや速度に適した学習環境を、生涯サービス
できる。 

社会貢献 学術情報共有ネットワーク実現の基盤が整った
（社会教育基盤整備という社会貢献へ参画）。 

小学校教材から高度研究資料まで一元的に提供できる。 
町の図書室から大学図書館、企業資料室まで効果的な横
断検索を実現する可能性。 
大幅な省エネに貢献できる。 
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６．今後の課題 

Ｓuｓｔaｉｎａｂｉｌｉｔｙ 

•クラウド基盤の未来は？（信頼） 

•特定クラウド＆ベンダーへの依存と主体性 

Scalability 

•集合知/集合館による一体化サービスの展開 

•データキュレーションサービスの具現 

Portability 

•Mobile対応（デバイスフリー/ユビキタスアクセス/ＩＤ） 

•エスプレッソ/ＡｉｒＰｒｉｎｔなど周辺サービスとの連携 

・大学教育を崩
壊させない！ 

・若者の情報ア
クセストレンドに

対処！ 

 ご静聴有り難うございました m(_ _)m 


